
（第15回プラットフォーム研究会）

土佐沖MHの商用化・実用化に向けて
-MH21-Sプロジェクトの現状と研究会の今後-

2022年3月17日（木）17:00～18:30
於:㈱ティーエルホールディングス会議室＆Zoom

土佐沖メタンハイドレート実用・商業化プラットフォーム研究会

１）はじめに-土佐におけるこれまでの動き-

２）MH21-Sプロジェクトの現状

３）MH研究会の今後（本日のメインテーマ）

４）まとめ



1) はじめに （研究会におけるこれまでの動き）

研究会の勉強会開催記録

第1回勉強会 （2018年3月15日）ＭＨの実用・商業化の現状と課題
第2回勉強会 （2018年5月24日）ＭＨの開発コンセプトと費用試算
第3回勉強会 （2018年7月12日）ＭＨ今後の開発に向けて
第4回勉強会 （2018年10月3日）土佐沖ＭＨ開発提言に向けての論点整理
第5回勉強会 （2018年12月13日）土佐沖ＭＨの開発に向けての2018年提言
第6回勉強会 （2019年2月14日）土佐沖ＭＨの開発に向けて‐国の方針と我々の進む道‐
第7回勉強会 （2019年4月17日）土佐沖ＭＨの開発に向けて‐国の方針その後‐
第8回勉強会 （2019年6月17日）土佐沖ＭＨの開発に向けて‐我々の方針の確認‐
第9回勉強会 （2019年10月3日）

土佐沖ＭＨの開発に向けて‐海域調査公募と地元の協力要請‐
第10回勉強会（2020年2月25日）土佐沖ＭＨの開発に向けての2020年版提言
第11回勉強会（2020年8月21日） (安芸商工会議所との共催)

高知県内におけるプラットフォームの構築の重要性
第12回勉強会（2020年12月17日）これまでの動きと提言書2021版
第13回勉強会（2021年2月5日） (四万十商工会議所との共催)

これまでの動きと提言書2021版その後
第14回勉強会（2021年8月19日）（Zoom配信）提言書2021版その後



メタンハイドレートを開発するために

１．MHが土佐沖に存在する。
BSR（Bottom Simulating Reflector=海底面と並行する反射面）
の存在は確認されているが、どれだけあるか量については不明。
土佐沖は付加帯と呼ばれる非常に複雑な地質構造

２．MHの採取方法は確立されていない。
技術的に日本が最先端を走っているが、未だ１ヶ月かけて
20万m３の試験的生産に成功したのみ。➡目標15万m3/日

３．それでも、開発するとして大まかな予算をはじくと、
想定開発費約5000億円、在来型の海洋油田開発でもほぼ同額。

４．この経済的な開発規模は、500億m3

５．環境調査により、MH開発が社会的に受容されなければならない。

６．METIのロードマップによれば、ここ４～６年は
生産技術開発についてはアラスカで検証（国際コンソーシアム）、
資源量評価については、日本近海で最適候補地を探す（『たんさ』）。

７．常に代替策としてフリーガスを考慮せよ。
→MHの成因 熱分解起源vs微生物起源
→フリーガスは在来型鉱床。生産方法が確立済。

1-1) 土佐のこれまでの動き

3D物理探査船「たんさ」



BSRが存在する海域

赤；Basin Margin Type 青；Buried Anticline Type
黒；Accretion Prism Type 緑；Ridge Type

調査目的：メタンハイドレートの存在を示すBottom
Simulating Reflector(BSR)の分布・形状の把握

水深：約600m～1400m
調査種別：三次元地震探鉱

宮崎沖
水溶性ガス有望域

佐土原ガス田

宮崎ガス田

日南ガス田

宮崎沖3D

調査対象候補海域(2670km2)

（Ridge & Buried Anticline）
(32.25’N:132.41’E),(32.37’N:133.38’E)
(32.19’N:133.47’E)(32.06’N:133.01’E)

高知沖付加帯におけるメタンハイドレート分布域の三次元地震探鉱調査

申請のポイント
・申請母体として石油企業かその連合体が望ましいが、「高知ビジネス協議会」として申請。
・従来型資源の探鉱が望ましいが、メタンハイドレートを主目的として申請。

JOGMEC調査対象候補海域

1-2) 国のこれまでの動き



土佐沖メタンハイドレート
実用・商用化プラットフォーム研究会の
提言に向けて（第4回研究会より）

1st Step(４～６年): MHの存在確認と実用化へのテスト
（３D調査の実施とテスト井掘削）

2nd Step(４～５年): 長期生産テストを受けて
より詳細なフィージビリティスタディ
と国への働きかけ

3rd Step(５年程度): 実用化へ向けた本格的な掘削、開発計画
の策定、実行

シナリオ（A）国の政策と歩調を合わせる。

土佐沖３D地震
探鉱の誘致

経産省を動かす政治力、開発への時間がかかる忍耐力

土佐沖実験井の
誘致と生産テスト

複数の地域を巻き込んだ競合力

1-3) まとめと提言

3D物理探査船「たんさ」



２） MH21-Sプロジェクトの現状 ー国のメタンハイドレートプロジェクトに関する最新情報ー

MH21-Sプロジェクト フェーズ4における海洋産出試験坑井候補地の事前調査

残念ながら、土佐沖は含まれていない。



２） MH21-Sプロジェクトの現状 ー国のメタンハイドレートプロジェクトに関する最新情報ー



２） MH21-Sプロジェクトの現状 ー国のメタンハイドレートプロジェクトに関する最新情報ー



3） MH研究会の今後

今回は、メタンハイドレート研究会の最終回と位置付ける。
【理由】
MHの開発、商業化には、予想以上の期間が必要であることが判明。
MHの開発という未知の技術への挑戦は、国の先行するプロジェクト（JOGMECのMH21-S）研究成
果を待って取り組む必要があった。
そのプロジェクトが遅れた上、思ったほどの成果が上がらない➡それほど、MHの開発は難しい
後続の次期研究会としては、
MHをあきらめるわけではないが、幅広く新エネルギーの可能性を追求することを第一目的としたい。
次期研究会に新エネルギーとして何を取り上げるかを討議し、その方針案を決めることを今回のテーマと
位置付ける。
研究会として取り組むか、会社組織とするかも議論すべきである。

＊資料としては、2015年の提言書をたたき台にして，高知県の長期的エネルギーについて展望し、検
討するエネルギー種を絞り込む。多数のご意見を期待しています。

※徳山、中山の意見：具体的な収入源が特定できていない現状では、会社設立よりももう少し
ターゲットが絞られるまでは、研究会とするのが望ましいのではないか。



3） MH研究会の今後

名称：土佐新エネルギー研究会（仮称）

目的（Mission）：高知の発展に寄与することが大目的。

高知で次世代エネルギーの基盤を確保するための提言の作成

MH開発は独自には難しい➡MH以外のエネルギー源も見据えて、高知の発展に寄与する研究会の

方向を打ち出す。

バックデータの収集：（関連する新エネルギーに関して）経済的な数値の洗い出し、１日の生産量、

産業としてスタートした際の雇用人数、年間の売り上げの見込みなどを調べる。

※高知県や各基礎自治体、高知県内経済界を巻き込んでいくために具体的な数値が必要

法人の立ち上げ準備：実際に目的会社を設立するにあたって、本気になれるメンバー（高知県の地場

企業）を募りたい。そのために、フェーズに合わせたタスク（やるべきこと）を明確にして動きやすくしておく。



3） MH研究会の今後

対象となる新エネルギー

① 室戸沖の深層水を利用した海洋温度差発電
② 海流を利用した海流発電
③ 海洋風力発電（海底設置型）足摺沖で進められているが，国内の候補地のとしては優先順位
が低い。

④ メタンからの水素生成（生成にエネルギーが必要、メタンガスを用いた発電から供給）
⑤ MH生産時に同時生産されるMH水(要、不純物除去)利用 世界規模で清水は不足しているが、
ビジネスとして成立するか不明

⑥ 陸域堆積層からの水溶性ガス探鉱（高知県は堆積盆が小規模のため水溶性ガスのポテンシャル
は小さい）

⑦ 木材チップとメタンガスを混合してビニールハウスの暖房に利用する技術*の確立⇒チップの焼却炉が
必要となる（一部グリーンエネルギーを含む）

*木質バイオマス発電？



参考資料



3） MH研究会の今後

再生可能エネルギーの導入状況



3） MH研究会の今後

県内における新エネルギーによる電力自給率の推移
電力自給率（2019）



3） MH研究会の今後



3） MH研究会の今後



3） MH研究会の今後



3） MH研究会の今後



3） MH研究会の今後



3） MH研究会の今後（高知県が目指す将来像と取り組み）
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3） MH研究会の今後（高知県が目指す将来像と取り組み）



ご清聴有難うございました


